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九州大学で発見された木村清朗氏による室見川魚類目録 
ならびに博多湾流入河川の淡水魚類標本

日比野　友亮

北九州市立自然史・歴史博物館：〒805-0071　福岡県北九州市八幡東区東田2-4-1 
yusukeelology@gmail.com

要旨：九州大学の箱崎キャンパス水産標本室から木村清朗氏によって書かれたフィールドノート『室見川魚類目
録』と福岡市ならびにその周辺（博多湾流入河川）で同時代に採集された淡水魚類標本が発見された．『室見川魚
類目録』は1957年に行われた那珂川，御笠川，室見川およびそれらへの流入河川や水路での採集記録で，室見川
でのアリアケギバチ，御笠川でのヒナモロコやカワバタモロコといった重要種が含まれていた．現存する魚類標
本（1957‒1961年）には11科34種が含まれ，この中にはすでに博多湾流入河川では絶滅状態にあるウグイやカジ
カ中卵型が含まれていた．
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はじめに

九州大学農学部水産学第二講座（現大学院農学研究院

水産増殖学研究室）では初代教官内田恵太郎以来の国内

外の多数の魚類標本が収集，保管されてきた（九州大学

総合研究資料館設置準備委員会，1985；望岡，2011）．な

かでも戦前から戦後にかけて内田が朝鮮半島，中国，そ

して九州を中心とする日本各地から収集した魚類生活史

研究の標本，いわゆる内田コレクションは歴史的価値が

高いことはもちろん，その多くが実際の研究に用いられ

ており（内田ほか，1958など），我が国における魚類生

活史研究の黎明期の熱意を垣間見ることのできる学術的

価値の高い標本群である．ただし，内田以外が収集した

標本も含めれば実際に整理，登録が行われたものはごく

一部に過ぎず，その大半が未整理のままで保管されてい

るのが現状である．

我が国では明治維新後の近代化とともに魚類標本の蓄

積が東京から始まった．ただし，標本の収集数が劇的に

増加するのは田中茂穂が東京帝国大学に任用されて以降

であり，日本各地での標本の収集体制が整うのは第二次

世界大戦終結後になってからであった．福岡県産の初期

の淡水魚類標本としては戦前の柳川市で木下盛枝［柳河

高等女学校（現伝習館高等学校）］や冨山一郎（東京大

学）によって採集されたものが東京大学や京都大学に少

数残されており（日比野，未発表データ；Hibino et al., 

2022；小枝ほか，2022），戦後すぐのものは資源科学研

究所から国立科学博物館へと移管された標本群の中にも

みられる．ただし，福岡県産の淡水魚類標本としてまと

まったものは塚原博（九州大学）や木下による柳河産標

本（日比野，未発表データ）を除いてほとんどなく，か

つて，特に高度経済成長期以前の福岡県での淡水魚類の

分布状況を知ることは難しい．現状では，いくつかの分

類群の生活史研究についての論文中の記述や図からその

豊かな環境の断片を伺い知ることができる程度である（例

えば塚原，1954；道津，1957など）．福岡市域について

は，1992年度から市内の主要６河川水系（西から順に瑞

梅寺川，室見川，樋井川，那珂川，御笠川，多々良川水

系）について５年ごとに自然環境調査調査が実施され（福

岡市，2023），その魚類相に基づく群集解析も行われて

いる（土田ほか，2018など）．しかし，急速に都市開発

が進められた福岡市の，それ以前の水環境を伺い知るこ

とはきわめて難しく，一部の聞き書き資料や郷土史資料
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にその痕跡を見ることができるに過ぎない（たとえば藤

村，1982；福岡市博物館，2023）．

木村清朗（1932—2009）は元九州大学農学部の教員で，

主としてサケ・マス類を中心とした生活史に関する研究

を行った．九州大学農学部箱崎キャンパスにあった水産

標本室（通称貝塚標本室）には多数の魚類標本が残され

ており，この中には木村らによって採集された淡水魚類

も含まれている．木村の標本はほとんどがサケ・マス類

だが，この中に1957年から1961年にかけて博多湾流入河

川で採集された淡水魚が見出され（ただし後述するよう

に多部田修らも採集に加わっていたと思われる），さらに

『室見川魚類目録』とペン書きされた野帳が発見された．

博多湾流入河川の1950—1960年代に関する魚類の生息状況

の分かる資料はほとんどなく，また木村による採集記録

の多くが詳細な場所を特定できるものであったことから，

合わせて発見された博多湾流入河川産の標本とともに本

地域における魚類記録の一端として報告する．

調査の方法

本研究では『室見川魚類目録』（以下，目録）に記され

た採集記録と，九州大学に保管されていた標本について，

採集場所の特定作業を行った．特定にあたっては今昔マッ

プ（https://ktgis.net/kjmapw/）をもとに，木村の採集時期

に近い1948—1956年と，1967—1972年の地図と現在の地図

を比較し，道路や橋脚といった構造物の位置を推定した．

さらに後述する立原一憲氏の私信や，目録中にある採集

地の図，九州大学に保管されていた木村が撮影したネガ

フィルムを参照したうえで，現地踏査も行い目録と標本

瓶中のラベルに記載されていた採集場所の絞り込みを行っ

た．さらに，後述の木村による採集日時番号をもとに，

現存標本との照合作業を行った．

現存標本については Nakajima（2012）と中坊（2013）

による種同定を行った．学名については中坊（2013）を

基本として，カワムツとオイカワの学名については Ito et 

al.（2017） の， タカハヤの学名については Sakai et 

al.（2006）の，ウグイについては Sakai et al.（2020）の，

ゴクラクハゼの学名については Suzuki et al.（2015）の見

解にしたがった．検討された魚類標本はすべて九州大学

伊都キャンパスに保存されている．

結果と考察

室見川魚類目録について

木村清朗氏は1932年生まれで，鹿児島大学を卒業後，

1957年に九州大学大学院農学研究科水産学専攻に進学し

ている．同氏は1962年に博士課程を単位取得退学すると

同時に九州大学の助手として採用され，その後1995年に

定年に至るまで九州大学で淡水魚類の生活史に関する研

究を行った．九州大学には1957年から1961年にかけて木

村によって採集された標本が現存するが，目録には1957

年の採集記録がまとめられている．

目録（Fig. 1）は表紙を除く全29ページから構成されて

いる．標題には「室見川」とあるものの，実際には那珂

川や御笠川での採集記録も含んでおり，１ページ目は那

珂川での採集記録から始まっている．同帳内の採集記録

は時系列に沿ったものではなく，むしろ河川ごとにまと

められている．このことから，同帳は元々存在した野帳

を河川ごとに整理したうえで清書されたものであると考

えられる．記載は原則としてページの表面のみに書かれ

ており，裏面は白紙である．

目録中の採集記録は原則として日付，場所，採集方法，

種名と個体数，長さ（全長と考えられる）がまとめられ，

種名はすべて和名と学名が併記されている（図１b, c；附

録）．さらに，カラーペンで通し番号（例：N-2）が書か

れており，これは河川ごと，採集日ごとに区分されてい

るもので，例示であれば那珂川の２番目の採集記録を指

す．御笠川と室見川はイニシャルが同じ M であるため，

前者には Mi，後者には Mu が与えられている．記載の順

は那珂川，御笠川，室見川の順になっている．このうち

室見川での採集記録については，魚種ごとに初出時に算

用数字の番号が追記されていた（図１c）．何らかの理由

で室見川産の魚種数を計数する必要があったと考えられ

る．室見川の採集記録の末尾には，６種の魚類［ドジョ

ウ，コイ，オヤニラミ，スナヤツメ，マウナギ（＝ニホ

ンウナギ），ギバチ（＝アリアケギバチ）］が採集記録を

伴わずに列記されている．これら６種についても算用数

字の番号が追記されていることから，1957年の既出の採

集記録中にはないが，当時の室見川で出現する魚類とし

て追記したものとみて問題ないであろう．Mizoiri et al. 

（1997）は九州におけるアリアケギバチとギギの地理的

分布をまとめ，前者については博多湾流入河川では那珂
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川のみに分布を認めている．しかしながら，実際には藤

村（1982）は樋井川において「体に黄白色の斑紋のある

鯰の子によく似た体長十糎か十二・三糎位のギギュウと

いう魚もいた」と懐述しており（簡素な図もある），これ

は明らかにアリアケギバチを指している．木村による目

録中での記述も踏まえると，かつては那珂川以外にも複

数の博多湾流入河川にアリアケギバチが分布していたと

推測される．アリアケギバチの他にも，カワバタモロコ

やヒナモロコ（御笠川水系），ヤリタナゴ（室見川水系）

のように，現在では見られなくなった種の記載が含まれ

る．

福岡市域（博多湾流入河川）の魚類標本の現存状況

前述のとおり，九州大学農学部貝塚標本室に旧蔵され

ていた魚類標本を探索したところ，1957年から1961年に

かけて，福岡市域（博多湾流入河川と水路）で採集され

た魚類標本の残存が確認された．標本の多くは貝塚標本

室右奥の木棚にまとまって保管されており，一部はその

近辺に散在していた．標本点数（瓶数）は52ロット782

個体（ただし一部の仔稚魚については計数していない）

で，その大半は小瓶であり，1958年から1959年にかけて

室見川水系の上流（八丁川：ただしラベル上では「曲渕」，

もしくは調査地の地点番号で記入）で採集された標本で

あった．これらの標本は多部田・塚原（1964a）でタカ

ハヤの生活史研究に使用されたものである．標本ラベル

は当時九州大学の学生であった多部田修によって書かれ

たものであるが，木村もたびたび採集に同行していた（望

岡，私信；日比野，未発表データ）．標本の同定を試みた

結果，11科34種が確認された（表３）．この中には，す

でに福岡県では絶滅したカジカ中卵型や，博多湾では標

本に基づく記録のないウグイが含まれていた．なお多部

田・塚原（1964b）で博多湾にも海産ウグイが分布する

ことが言及されている．

標本瓶の一部には外側にペン書きで通し番号が書かれ

ていた（図２）．この番号を目録と照合した結果，一部の

標本が残存していることが確認された（附録）．

採集場所について

『室見川魚類目録』と九州大学に保管されている標本を

検討した結果，博多湾流入河川の５水系で採集が行われ

ていた（表１，２；附録）．木村は学生時代，電車もしく

はバスで採集に出掛けており，採集地は九州大学の近傍

を除けばその交通便によって大きく制限されていた（立

原，私信）．実際の採集地点も明らかにその傾向がみら

れ，西鉄大牟田線や筑肥線（当時），西鉄バスのルート付

近に採集地がある．このほか，室見川上流域にも採集地

が点在するが，立原の私信に基づいて考えれば，その採

集地点はやはり西鉄バスの停車場付近であったと推測で

きる．目録中では一部の採集地について採集場所の状況

が図示されており，詳細な採集地点が分かるように工夫

されていた（図１d）．

おわりに

本稿では九州大学農学部の魚類標本整理の過程で確認

された博多湾流入河川の魚類標本ならびに採集記録につ

いて報告した．九州大学にはこの他にも多数の魚類標本

が未整理のまま保管されており，全容把握のための整理

が急務である．木村による野帳は現状では『室見川魚類

目録』を除いて発見されておらず，その他の野帳につい

ても発見が望まれる．
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表１　九州大学に所蔵されている博多湾流入河川産魚類標本（1957-1961）の水系毎の採集情報
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表２　室見川魚類目録における採集情報
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表３　九州大学に所蔵されている博多湾流入河川産魚類標本（1957-1961）

Anguilla japonica

Carassius sp.

Hemigrammocypris neglecta

Nipponocypris temminckii

Pseudaspius hakonensis

Pseudogobio esocinus

Pungtungia herzi

Rhodeus ocellatus subsp.

Rhynchocypris oxycephala 

jouyi

Squalidus gracilis

Tanakia lanceolata

Zacco platypus

Cobitis striata hakataensis

Cobitis matsubarae

Misgurnus anguillicaudatus

Silurus asotus

Hypomesus nipponensis

Plecoglossus altivelis altivelis

Oryzias latipes

Rhynchopelates oxyrhynchus

Cottus pollux

Cottus sp. ME

Odontobutis obscurus

Acanthogobius flavimanus

Favonigobius gymnauchen

Glossogobius olivaceus

Gymnogobius breunigii

Gymnogobius urotaenia

Leucopsarion petersii

Luciogobius guttatus 

Mugilogobius abei

Rhinogobius fluviatilis

Rhinogobius similis

Tridentiger brevispinis

sp. 

rasborella

gracilis
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図１　室見川魚類目録．a, 表紙；b, 2ページ；c, 14ページ；d, 27ページ
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図２　�箱崎サテライトで発見された標本瓶（現在は伊都キャンパスに移動）．a, ガラス瓶側面に「Mi-6」
のペン書きがみられる；b, ガラス瓶側面の反対側には採集日と河川名がみられる；c, d, e, f, g, ガ
ラス瓶内に含まれていた標本［順にカワバタモロコ，バラタナゴ（亜種不明）．ドジョウ，ナマズ，
ミナミメダカ］
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♂ ♀
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♂
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♂



― 15 ―

九州大学で発見された木村清朗氏による室見川魚類目録 ならびに博多湾流入河川の淡水魚類標本



― 16 ―

日比野　友亮

A Field Note Written by Dr. Seiro Kimura Titled “Muromi-gawa-gyorui-mokuroku” 
and Freshwater Fish Specimens from Rivers into Hakata Bay

Yusuke HIBINO

Kitakyushu Museum of Natural History and Human History, 
Higashida 2-4-1, Yahatahigashi-ku, Kitakyushu, Fukuoka, 805-0071 Japan

A field note written by Dr. Seiro Kimura titled “Muromi-gawa-gyorui-mokuroku (Catalog of Fishes in Muromi River)” and fresh-

water fish specimens collected in Fukuoka City and its surroundings (rivers flowing into Hakata Bay) during the same period were found 

in the specimen building on the Hakozaki Campus of Kyushu University, Fukuoka, Japan. The Catalog consists of collection records in 

Naka River, Mikasa River, Muromi River, and rivers and channels flowing into them in 1957; it includes important species such as 

Pseudobagrus aurantiacus in Muromi River, Aphyocypris chinensis and Hemigrammocypris rasborella in Mikasa River. Fish specimens 

collected in 1957 to 1961 (34 species of 11 families) includes Cottus sp. (middle-egg type) and Pseudaspius hakonensis, which are 

already in a state of extinction in the rivers flowing into Hakata Bay.

Key words: museum specimens, urbanization, extinct species, Fukuoka Prefecture




